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お客様
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品番

保証期間

お買い上げ日

本保証書にご記入いただいたお客様の個人情報は、保証期間内のサービス活動や保証期間
経過後の安全点検活動のために利用させていただく場合がございますので、ご了承ください。
お客様の個人情報は当社にて厳重に管理いたしますが、修理のために、当社から修理委託をする
保安会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合がございます。
その場合は当社が厳重に管理いたしますので、あわせてご了承ください。

当社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
保証期間中に正常な使用状態で、万一故障した場合には、保証書記載事項に基づき
無償修理または交換いたしますのでお買い求めの販売店、または当社へお申し出ください。

シュレッダ 保証書
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このたびは、GBC製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
本製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後まで
お読みください。本取扱説明書は必ず保管してください。

このたびは、GBC製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
本製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後まで
お読みください。本取扱説明書は必ず保管してください。

安全上の注意・警告

警  告

表示の意味

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注  意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

行ってはならない内容を
示しています。

行なわなければならない内容を
示しています。

シュレッダの紙投入口、カッター部、ダストボックス等にスプレー噴霧した場合、シュレッダ内
部に可燃性ガスが滞留し、シュレッダのON-OFFスイッチの切り替え接点の火花、静電気の
火花、内部モーター整流子の火花等に引火して、火災や爆発を引き起こす恐れがあります。

絶対に可燃物のスプレー式潤滑剤を
機械内部に噴射したり、エアゾールを
紙投入口から噴射しないでください。



本機は紙の細断専用機です。他の目的に使用しないでください。
故障の原因となります。
粘着物は投入しないでください。OHPシート・カーボン紙・ノンカーボン紙・感熱紙・厚紙・
通帳の表紙・封筒（糊がついているため）・ポリ袋・布・ビニール・フィルム・ラベル用紙・シールなど
の糊の付いたものは細断に適しません。投入しないでください。
クリップ・ピン・ステープル等は必ず取り除いてから投入してください。

150V以上では使用しないでください。 

故障・発火の原因となります。



■シュレッダ本体

■取扱説明書（保証書付き）

■シュレッダ使用の注意書き

■メディア専用ダストボックス
ステープル不可
（１０・11号針は可能）

ボタン電池
不可

厚紙・光沢紙
不可

クリップ
不可

クリップ
不可

薄い紙
不可

布不可 プラスチック
シート不可

湿った紙
不可

カーボン紙
不可

封筒書類不可
※糊・粘着シール等が
　付いたものを含む。

柔らかい布
不可

ポリ袋
不可

雑誌類
不可

縮れた紙
不可

※出荷時に細断テストを含む製品検査
を実施しています。細断テスト後、細
断くずの除去を行っていますが、ダス
トボックスや本体に少量残っている
場合があります。ご了承ください。

細断くずが溜まっている状態で細断し続けると
カッターの回転によって細断くずがカッターユ
ニット内に巻き上がってしまいます。
巻き上げられた細断くずは押し固められ、やが
て回転動作の抵抗となり、細断力の低下につ
ながりますので、細断くずはこまめに捨ててく
ださい。

内容物の確認 ご使用の前に

手動／逆転
電源入／切

手動／正転



オートスタートセンサー
細断するものがセンサーを通過すると、センサーが
反応してカッターが自動的に回転します。
細断が終わるとカッターは自動的に停止します。

メディア投入口
ここから細断するCD・DVD/カードを投入します。

紙 投入口
ここから細断する紙を投入します。

細断くず満杯センサー
ON/OFFスイッチ

ダストボックス＆
メディア用ダストボックス
CD/DVD、カードを細断する際は、付
属のメディア用ダストボックスをご使
用ください。

主電源スイッチ
主電源スイッチを押して、電源を入（ー）/切（〇）にしてください。

インターロックスイッチ/トリガー
マシンキャビネットとダストボックスが正しくセットされていない場合は、
安全のために本機は作動しません。

【前面】

【背面】

電源コード
必ずAC100Vのコンセントに接続
してご使用をお願いします。
また、タコ足配線は火災の原因に
なりますのでおやめください。

各部の名前とはたらき

インターロック
トリガー
インターロック
トリガー

インターロック
スイッチ
インターロック
スイッチ

とびら開きランプ
ダストボックスが正しくセット
されていない場合は、点灯します。

オーバーヒートランプ
連続細断時間を超えて使用すると、
モーター保護のため自動的に停止し
ます。

逆転/紙詰まりランプ
紙詰まりを起こした場合、ト
ラブルを防ぐために逆転/紙
詰まりランプが点灯して異常
を知らせます。

細断くず満杯ランプ
ダストボックスが満杯にな
るとランプが点灯します。

手動/逆転ボタン
紙詰まりを起こしたときは、「手動/逆転」
ボタンにタッチしてカッターを逆回転させ
て詰まったものを取り除いてください。

電源ボタン
電源ボタンにタッチすると、
オン、オフができます。

手動/正転ボタン
ボタンにタッチすると、カッター
が正転します。

クリーニングランプ
自動クリーニング中にランプ
が点滅します。

警告ランプ/操作ボタン

手動／逆転 電源入／切 手動／正転

手動／逆転

電源入／切

手動／正転

冬場の乾燥や機密性の高い環境で
は、静電気により細かな細断くずが
舞い上がり「細断くず満杯セン
サー」が反応してしまう場合があり
ます。
その場合はOFFにして細断くずの量
に注意しながらご使用ください。



紙　類 CD/DVD・カード種類

カットタイプ
サイズ

最大
細断枚数

定格
細断枚数

クロスカット
4×38ｍｍ 4分割

A4コピー用紙
17枚（50Hz/60Hz）

A4コピー用紙
15枚（50Hz/60Hz）

1枚
（50Hz・60Hz）

1枚
（50Hz・60Hz）

投入幅 220ｍｍ

マイクロカット
2×12ｍｍ

A4コピー用紙
9枚（50Hz/60Hz）

A4コピー用紙
8枚（50Hz/60Hz）

220ｍｍ 125ｍｍ

※紙質や湿度等により、細断枚数は異なります。

最大細断枚数：10回連続で細断することができる枚数。（64g/㎡・A4コピー用紙・細断率90％以上）
定格細断枚数：定格時間連続で細断することができる枚数。（64g/㎡・A4コピー用紙・細断率90％以上）

投入口に入らない大きいサイズの紙類を２つ
折りにする際は１枚までとし、その場合は2つ
折りにした書類は2枚換算となります。2枚以
上を重ねて細断すると紙詰まり等の故障の原
因となりますのでご注意ください。

2つ折りした
状態での細断は
1枚までは可能

1枚換算 A4：3枚 A3：1枚 2つ折り2枚換算

A4 A3/B4 2つ折り A4例 5枚換算+ ＝A3
2つ折り

紙2枚以上を
重ねて2つ折りした
状態での細断は不可

定格細断枚数について

手動／逆転 電源入／切 手動／正転

手動／逆転
電源入／切

手動／正転

電源プラグをコンセント(AC 100V)に差し込
んでください。

本体背面上部にある主電源スイッチをオン(ー)
にしてください。
電源ボタンが点灯し、自動細断が可能になりま
す。

投入口にあるオートスタートセンサーを通過す
るようにまっすぐ紙を投入してください。
細断が終了すると、自動的にカッターが停止し
ます。

2

1

2

1

とびらが開いている場合は、とびら開きランプが点灯し、お知らせします。
必ずとびらをしっかりと閉めてからご使用ください。

とびら開き警告機能

細断能力

細断が終了してからしばらくすると電源がオ
フになります。細断を再開する時は再度電源
ボタンを押してください。

紙を細断するとき

電源の入れ方



手動／逆転
電源入／切

手動／正転

それでも紙詰まりが解消しない場合は、「手動/
逆転」ボタンにタッチして、カッターを逆回転さ
せてください。

詰まった紙を引き出してください。
※紙詰まりが解消しない場合は「手動/正転」と
「手動/逆転」を繰り返します。

紙を引き出したら詰まった紙の量を減らし
て、細断していない方向から投入口にまっす
ぐに入れて細断してください。

モーター保護のため、頻繁に細断⇔逆転を繰り返さな
いでください。故障の原因となる場合があります。
必ず最大細断枚数を守ってご使用ください。

本機は過負荷防止機能により、モーターが過負荷状態になると自動的に逆転し、
詰まったものを投入口から排出します。その後、出てきた紙を引き出してください。
引き出した後は、自動細断が可能になります。

CD/DVD・カードを細断する際は、付属のメディア用
ダストボックスをご使用ください。

手動／逆転
電源入／切

手動／正転

手動／逆転 電源入／切 手動／正転

手動／逆転 電源入／切 手動／正転

紙詰まりを起こしたとき
（オートリバース・手動/逆転モード）

■カードを細断する際は、横向きにして1枚
ずつ投入口へ投入してください。

スイッチパネルにある「電源ボタン」にタッチし
てください。電源ボタンが点灯し、自動細断が
可能になります。

シュレッダを長時間使用しないときは、電源
プラグをコンセントから抜いてください。

マシン背面にある主電源スイッチを「切（〇）」に
してください。

■CD/DVDを細断する際は、1枚ずつ投入口
へ投入してください。

手動／逆転
電源入／切

手動／正転

CD/DVD・カード専用投入口

CD/DVD・カード専用投入口

CD/DVD・カードを細断するとき

シュレッダの使用後は

手動／逆転
電源入／切

手動／正転

細断して
いない



本機が停止したとき（オートカットオフ機能）

お手入れ方法

※ダストボックスが正しくセットされていない場合
は、安全のために本機は作動しません。

　インターロックスイッチ／トリガーを破損しないよ
うに、ていねいにお取り扱いください。

注  意

警  告

電源プラグをコンセントから抜いてください。

2 ダストボックスを本体から引き出し、ゴミを処
分してください。

3

ゴミを捨てるとき

細断くずはこまめに捨ててください。
細断くずが溜まっている状態で細断
し続けると、カッターの回転によって
カッターユニット内に巻き上がって押
し固められ、回転動作の抵抗となるた
め、細断力の低下につながります。

機械が停止中であってもカッター部には絶対に手を触れな
いでください。

1

ゴミを捨てた後、インターロックトリガーがイン
ターロックスイッチを押し込むようにしっかりと
セットしてください。

細断くずがダストボックスの窓の、7割付近まで溜まりましたら、早めに細断くずを捨ててください。

紙詰まりを起こし、故障の原因となります。

定格時間以上の連続運転を続けると、自動的に停止します。

冷却中に上記の手順で電源を切った状態にしないと、復帰後、急にカッターが回転
して大変危険です。

本機はモーター保護のためオートカットオフ機能が働きます。定格時間以上の連続運
転を続けると、オーバーヒートランプが点灯して自動的に停止します。

オートカットオフ機能

この機能が働いた際は、必ず主電源スイッチ
を「切（〇）」にしてください。1

電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。約50分後に使用することができます。2

・ 細断を一定回数繰り返すとクリーニングランプが点滅し、自動でクリーニングが
スタートします。
　※クリーニングランプが点滅している間はクリーニングが優先になります。

オートクリーニング機能

インターロック
トリガー
インターロック
トリガー

インターロック
スイッチ
インターロック
スイッチ



こんな時は

手動／逆転
電源入／切

手動／正転

マシン背面にある主電源スイッチ
を「切（〇）」にしてください。

電源プラグをコンセントから抜いてください。

やわらかい布でから拭きをしてください。
※汚れがひどい時は、中性洗剤をごく少量だけ布に
つけて拭いてください。

シンナー・ベンジン等化学薬品は変色・変形・傷など
の原因となりますので使用しないでください。

ご自身で分解、改造、修理を絶対にしないでください。
感電や思わぬけがをする恐れがあります。
可燃性のスプレー式潤滑剤をシュレッダ機構部に噴
射したり、エアゾールを紙投入口から噴射しないで
ください。マシン内部で引火し、爆発や火災の恐れが
あります。
機械が停止中であってもカッター部には絶対に手を
触れないよう、充分ご注意くださいください。

カッターのメンテナンス

カッターの性能を維持するために、シュレッダに投入するだけ
で簡単に使用できるメンテナンス用潤滑油「シュレッダ用メン
テナンスシート（別売）」を利用することをお勧め致します。

  動かない
電源プラグが正しくコンセントに入っていますか？ ……………………………P10
電源プラグを正しくコンセントに入れてください。

主電源スイッチが入っていますか？ ………………………………………………P10
マシン背面にある主電源スイッチを「入（ー）」にしてください。

細断するものが投入口中央を通過していますか？ ………………………………P10
投入口中央にあるオートスタートセンサーを通過するように、紙をまっすぐに投
入してください。

ダストボックスがしっかりと本体にセットされていますか？ ……………………P14
ダストボックスがきちんとセットされていない場合は、安全のために本機は作動
しません。

 細断できない
紙を多く入れすぎていませんか？ ………………………………………………… P9
一度に細断できる枚数をお確かめください。定格枚数以上の枚数を投入しようと
すると、紙詰まりを起こして細断が停止します。枚数を減らして再度、細断してい
ない側から投入してください。

投入口の幅より大きな紙を入れていませんか？ ………………………………… P9
紙を取り除いたのち、小さい幅にして細断してください。

紙を斜めにして入れていませんか？ ………………………………………………P12
紙を取り除いたのち、まっすぐに投入してください。

  細断中に止まった
紙詰まりを起こしていませんか？ …………………………………………………P12
かみこんだ紙を取り除いてください。

オートカットオフ機能が働いていませんか？ ……………………………………P13
通常の使用を超えて連続細断したり、紙がかみこんだ状態で放置すると、モー
ター保護のため自動的に停止します。電源プラグを抜き、50分以上冷却してくだ
さい。再び使用することができます。



保証とアフターサービス製品仕様

スーパーサイレントシュレッダ

GSHM3525X GSHM3525M

クロスカット マイクロカット 

紙

CD・DVD／カード

17枚(50Hz/60Hz)

15枚(50Hz/60Hz)

9枚(50Hz/60Hz)

8枚(50Hz/60Hz)

1枚(50Hz/60Hz)

製品名

品　番

投入幅

4×38mm

9.7kg質量 10.1kg

2×12mm細断サイズ

最大細断枚数

定格細断枚数

最大/定格細断枚数

幅:377 × 奥行:282 × 高さ:540mm本体サイズ

1.7m/分(50Hz/60Hz)1.8m/分(50Hz/60Hz)細断速度

10分運転（50分休止）定格時間

投入幅 220mm(A4)

AC100V, 50Hz/60Hz電源

230W 250W定格消費電力

最大細断枚数：
　10回連続で細断することができる枚数。（64g/㎡・A4コピー紙、細断率90％以上）

定格細断枚数：
　定格時間連続で細断することができる枚数。（64g/㎡・A4コピー紙、細断率90％以上）

クロス M3525X マイクロ M3525M

平日 9:00-17:20
（12:00-13:00 を除く）

050-3785-6053
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www.accobrands.co.jp


